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平成 30 年度南信高等学校総合体育大会  

実  施  要  項  

 剣道競技大会役員   

大 会 長 斉藤  則章     
副 大 会 長 田中  昇  駒瀬  隆  小金  典子   
会 場 長 村澤  博富美     
大会委員長 原  正彦     
副大会委員長 木下  孝繁     
審 判 長 木下  孝繁     
大 会 委 員 吉澤  国将  北原  一正  小平  紀文  吉澤  崇  

 吉田  正紀  中島  和成  寳  祐希枝  桐生  賢蔵  

     
     
     

大会補助員 諏訪清陵高等学校  上伊那農業高等学校  

 飯田 OIDE 長姫高等学校  

   

 大会次第   

   

       

開場  

受付・竹刀検 量  

審判監督会議  

開会式  

試合開始  

昼食  

試合終了  

合同稽古会  

7： 40 

8： 20 

8： 30 

9： 20 

9： 40 

 

15： 40 

16： 00 

開場  

受付・竹刀検 量  

審判監督会議  

開始式  

試合開始  

昼食  

試合終了  

閉会式  

7： 40 

8： 20 

8： 45 

9： 20 

9： 40 

 

15： 00 

15： 20 

 開式の辞  

大会長挨拶  

専門委員長挨拶  

審判長説示  

優勝杯返還  

選手宣誓  

諸連絡  

閉式の辞  

開式の辞  

成績発表・表彰  

大会長挨拶  

諸連絡  

閉式の辞  

          

※  竹刀検量の際、検量で不合格であった竹刀については大会終了時（個人戦の出場の学

校は 1 日目終了時）まで本部で預かります。  

 

 

 

 

 

5 月 12 日（土）  5 月 13 日（日）  開会式  閉会式  
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 試合進行   

第1試合場 第2試合場 第3試合場

 女子個人戦  女子個人戦  女子個人戦

1回戦～準決勝戦（1-1～1-14） 1回戦～準々決勝戦（2-1～2-13） 1回戦～準決勝戦（3-1～3-12）

5位～8位決定戦（1-15） 5位～8位決定戦（2-14, 2-15） 5位～8位決定戦（3-13）

 男子個人戦  男子個人戦  男子個人戦

1回戦～準決勝戦（1-16～1-37） 1回戦～準々決勝戦（2-16～2-40） 1回戦～準決勝戦（3-14～3-34）

5位～8位決定戦（1-38） 5位～8位決定戦（2-41, 2-42） 5位～8位決定戦（3-35）

女子決勝戦（1-39） 女子3位決定戦（3-36）

男子決勝戦（1-40） 男子3位決定戦（3-37）

 女子団体戦予選リーグ  女子団体戦予選リーグ

（①A1対3) （①B1対3)

 男子団体戦予選リーグ  男子団体戦予選リーグ  男子団体戦予選リーグ

（①A1対3,②A2対3,③B2対3) （①B1対3,②C2対4,③C2対3） （①C1対4,②C1対3）

第1試合場 第2試合場 第3試合場

 女子団体戦予選リーグ  女子団体戦予選リーグ

（①A2対3,②A1対2） （①B2対3,②B1対2）

 男子団体戦予選リーグ  男子団体戦予選リーグ  男子団体戦予選リーグ

（①A1対2) （①B1対2) （①C3対4,②C1対2)

 女子団体戦決勝トーナメント  女子団体戦決勝トーナメント  女子団体戦決勝トーナメント

　準々決勝戦（1-1） 　準々決勝戦（3-1）

　準決勝戦（1-2） ５位決定戦（2-1） 　準決勝戦（3-2）

 男子団体戦決勝トーナメント  男子団体戦7位～9位決定戦  男子団体戦決勝トーナメント

　準々決勝戦（1-3） （2-2～2-4) 　準々決勝戦（3-3）

　準決勝戦（1-4） 　準決勝戦（3-4）

５位決定戦（3-5）

 女子団体戦決勝トーナメント  女子団体戦決勝トーナメント

　決勝戦（1-5） 　３位決定戦（3-6）

 男子団体戦決勝トーナメント  男子団体戦決勝トーナメント

　決勝戦（1-6） 　３位決定戦（3-7）

5月12日（土）男女個人戦、男女団体戦予選リーグ

5月13日（日）男女団体戦予選リーグ、決勝トーナメント

 

 試合方法について   

本大会は、（一財）全日本剣道連盟試合・審判規則とその細則、（公財）全国高等学校剣

道専門部申し合わせ事項（含南信高体連申し合わせ事項）・努力目標により行う。  

・個人戦  

（ 1）試合は 3 本勝負とし、試合時間は 4 分とする。試合時間内で勝敗が決しない場合

は勝敗の決するまで延長戦を行う。ただし、延長戦の試合時間は勝敗が決するま
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で継続する。  

・団体戦  

（ 1）予選リーグ試合は 3 本勝負とし、試合時間は 4 分とする。勝敗の決しない場合は

引き分けとする。  

（ 2）予選リーグにおけるチームの引き分けの際は、その都度勝敗を決定せずにリーグ

終了後、下記の順で勝敗を決め、また代表者戦を行う。  

  （ｲ）チームの勝ちによる。（勝ち 1 点、分 0.5 点）  

  （ﾛ）勝者数による。  

  （ﾊ）総本数による。  

（ 3）決勝トーナメント出場校は予選各リーグの 2 位までの学校とする。また、男子団

体戦の決勝トーナメントの組合せについては 抽選により決定 する。抽選の方法

は以下のとおりとする。  

（ ｲ）抽選は各学校の代表者により行う。  

（ ﾛ）各リーグの順位毎で抽選を行い、トーナメントの位置を決定する。  

（ ﾊ）決勝トーナメントの初戦の対戦校が同リーグの場合は、抽選をやり直す。  

（ 4）決勝トーナメントの試合は 3 本勝負とし、試合時間は 4 分とする。勝敗の決しな

い場合は延長戦を行う。延長戦の試合時間は 2 分とし、勝敗の決しない場合は引

き分けとする。なお、チームの勝敗の決した後の延長戦については行わない。  

（ 5）トーナメント戦の勝敗について、勝者数、取得本数とも同数の場合は代表者戦を

行う。代表者戦の選手は誰でもよい。（補員は含まない）代表者戦は 4 分間 1 本勝

負とし、勝負の決しない場合は時間を区切らず、勝負の決するまで延長戦を行う。  

（ 6）順位（ 7 位～ 9 位,5 位～ 7 位）決定戦の試合は 3 本勝負とし、試合時間は 4 分間と

する。勝敗の決しない場合は引き分けとする。  

（ 7） 5 名に満たないチームとの試合方法については以下のとおりとする。  

  （ ｲ）人数の多いチームが、人数の少ないチームの出場順（不戦勝の場所を指定）

して試合を行う。  

  （ﾛ）出場順は申込時に登録された順番とする。  

  （ﾊ） 4 名対 4 名、 3 名対 3 名のチームの対戦は、出場順とする。  

  （ﾆ）不戦勝の宣告は行う。  

  （ﾎ） 5 名もしくは 4 名のチームが、怪我等の理由により 4 名もしくは 3 名になっ

た場合もこの方式に従う。  

 試合場配置図   

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 試 合 場  

第 2 試 合 場  

第 3 試 合 場  

本 部  
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７　位

８　位

3-13 1-15
４　位

５　位

2-15
６　位

2-14
準優勝

３　位

21 片桐　（下農）

優　勝

19 大杉　（飯田）

2-1 3-8

20

40

阿部　（駒工） 平　（飯田） 41

2-5

38

2-4 3-10

18 髙田　（高遠）

17 河西　（清陵） 三澤 天（伊那北）

小林　（上農） 39

2-9
3-36

3-3

有賀　（清陵）

第
　
二
　
試
　
合
　
場

15 百瀬　（岡南） 松下　（飯O長） 36

2-3 3-11

3716 渡邉　（上農） 三澤　（岡工）

2-12 3-7

14 長谷部（飯O長） 井口　（諏実） 35

1-12 3-6

12 竹村　（赤穂） 齊藤　（下農） 33

3-12 唐澤　（上農） 32

1-9 3-2

13 吉田　（岡工） 小池　（東海） 34

1-4

9 高森　（清陵）

8 加藤　（弥生）

1-3 3-4

10 水野　（下農）

1-8

11 永野　（上農） 1-14

28

1-2 2-11

29

第
　
三
　
試
　
合
　
場

1-11 3-1

三上　（赤穂）

田中　（岡南） 30

大宮　（上農） 31

1-39
3-5

3-9

6 三澤 亜 （伊那北） 松下　（下農）

1-7 2-8

7 生嶋　（飯田） 今野　（清陵）

4 近藤　（飯O長） 中村　（上農） 25

1-6 2-7

5 青木　（岡南） 玉置　（飯田） 26

1-13 2-13

27

3 行田　（富士見） 北原　（高遠） 24

1-10 2-10

女　子　個　人　戦

第
　
一
　
試
　
合
　
場

第
　
二
　
試
　
合
　
場

1 朝山　（下農） 小木曽（下農） 22

1-5 2-6

2 小松　（上農） 小池　（飯O長） 23

1-1 2-2
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第

　

一

　

試

　

合

　

場

第

　

二

　

試

　

合

　

場

1 森山　（岡工） 赤羽　（清陵） 36

1-18 2-24

2 小椋　（弥生） 川上　（阿智） 37

1-16 2-17

3 原　　（飯O長） 原　　（飯田） 38

1-28 2-33

4 北澤　（上農） 忠平　（飯O長） 39

1-19 2-25

5 小松　（清陵） 湯沢　（阿南） 40

1-33 2-37

6 木下　（阿南） 両角　（岡工） 41

1-20 2-26

7 伊藤　（岡南） 吉原　（弥生） 42

44

1-36 2-40

45

市瀬　（上農） 43

2-27

三浦　（飯田）

9 片桐　（風越）

平澤　（飯田） 松木　（岡南）

1-29 2-34

8 中原　（赤穂）

10 北川　（清陵）

46

1-30 2-35

4712 田中　（赤穂） 橋本　（清陵）
1-23 2-29

13

1-22 2-28

11

鹿野又　（赤穂）

1-21

第

　

三

　

試

　

合

　

場

1-24 3-16

15 田平　（阿南）

48

1-34 2-38

14 山崎　（岡工） 林　　（赤穂）

伊藤　（上農） 清田　（岡南）

宮澤　（下農） 50

1-31 3-26

51

49

52

16 坂井田　（弥生） 小松　（岡工）
1-25 3-14

17 綾戸　（岡南） 有賀　（弥生）
3-17

仲藤　（上農） 53

1-26
1-40

19 増澤　（東海）

18 小澤　（弥生） 1-37 3-34

西　　（赤穂） 54

1-17 3-18

20 西牧　（清陵） 渡部　（飯O長） 55

1-32 3-27

21 伊東　（赤穂） 澤栁　（飯田） 56

1-27 3-19

22 熊谷　（飯田） 宮内　（岡南） 57

第

　

二

　

試

　

合

　

場

23 藤木　（上農）
2-18 3-20

24

2-30 3-28

25 福澤　（下農）

26

30 清水　（赤穂）

29

田村　（阿南） 60

宮下　（岡南） 澤田　（岡工） 59

1-35 3-31

澤井　（清陵） 58

2-19 3-21

熊谷　（飯O長） 阿部　（弥生） 61

2-39 3-33

27 美齊津　（岡南）
3-37

小林　（岡工） 62

岡澤　（飯O長） 63

岡澤　（風越） 64

2-21 3-23

深澤　（清陵） 65

3-29

2-36

山崎　（弥生） 66

田中　（岡南） 67

3-22

三浦　（阿南）

28 矢崎　（清陵）
2-31

2-20

31 清水　（上農） 3-32

2-22 3-24

32 名取　（岡工）
2-32 3-30

68

69

2-23 3-25

70

33 島　　（下農） 有賀　（赤穂）
2-16 3－15

34

35 唐木　（弥生） 宮下　（上農）

宮坂　（岡工） 辰野　（二葉）

優　勝

2-41
準優勝

３　位

男　子　個　人　戦

７　位

８　位

3-35 1-38
４　位

５　位

2-42
６　位
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総本数
勝者数

総本数
勝者数

12日 A１対３
B１対３

13日 A２対３　A１対２
B２対３　B１対２

<試合順>
第一試合場
第三試合場
第一試合場
第二試合場

3 岡谷南

2 飯　田

1 下伊那農業

3

B
1 2 3

勝ち点 順　位
下伊那農業 飯　田 岡谷南

飯田OIDE長姫

1

2 諏訪清陵

上伊那農業

A

女子団体戦予選リーグ

勝ち点 順　位
上伊那農業 諏訪清陵 飯田OIDE長姫

1 2 3
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三位決定戦

順位決定戦
5位決定戦

女子団体戦決勝トーナメント

0 （A1位） 1
優勝 0

1-2

0 （B2位） 2
準優勝 0

1-1

0 （A3位） 3
第3位 0

0 （B3位）

0 （B1位）

0 （A2位）

第6位

4
第4位 0

3-1

5
第5位 0

0

1-5

6

2-1

0

0
3-6

0

3-2

0
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総本数
勝者数

総本数
勝者数

総本数
勝者数

12日 A１対３　A２対３　B２対３

B１対３　C２対４　C２対３
C１対４　C１対３

13日 A１対２

B１対２
C３対４　C１対２

4

3

2 諏訪清陵

岡谷工業 諏訪清陵 阿　南 下伊那農業
勝ち点

1

3 飯田OIDE長姫

1 2 3 4

1 岡谷南

2 伊那弥生ヶ丘

3
勝ち点 順　位

岡谷南 伊那弥生ヶ丘 飯田OIDE長姫

順　位
上伊那農業 赤　穂 飯　田

1 上伊那農業

A 勝ち点

2

第一試合場

C

飯　田

赤　穂

3

B
1 2

第二試合場
第三試合場

下伊那農業

阿　南

岡谷工業

<試合順>

第一試合場

第二試合場
第三試合場

男子団体戦予選リーグ
1 2 3
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三位決定戦

順位決定戦
5位決定戦

　※　決勝トーナメントの位置については、各リーグ順位2位までの学校で、抽選の上決定

7位～9位決定戦

　※　順位決定戦の位置については、各リーグ順位3位の学校で、抽選の上決定

男子団体戦決勝トーナメント

あ （1位） 1
優勝 あ

1-4

い （2位） 2
準優勝 い

1-3

う （2位） 3
第3位 う

1-6

え （1位）

か （1位） 6
第6位

4
第4位 え

3-3

お （2位） 5
第5位 お

か

第7位 き

飯田
第8位 く

3-7

弥生

3-4

阿南
3-５

辰野

（第2試合場）

総本数
順位

勝者数

1 A
2-4 2-2

1 2 3
勝ち点

A B C

3 C

2 B
2-3
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1 先鋒 清水 聖都 2 弐 2 先鋒 林 凌汰 3 弐 3 先鋒 澤栁 実希 2 弐

次鋒 伊藤 要 3 弐 次鋒 清水 豪志 2 弐 次鋒 熊谷 伊織 2 初

中堅 宮下 隼人 2 弐 中堅 鹿野又 輝邦 2 弐 中堅 三浦 寛樹 2 弐

副将 藤木 隆久 2 参 副将 伊東 祐稀 2 弐 副将 平澤 晃弥 1 初

大将 仲藤 皐輝 2 参 大将 西 洸聖 3 弐 大将 原 諒泰 2 弐

補員 北澤 一樹 2 弐 補員 有賀 竣太 2 補員

補員 市瀬 哲也 1 初 補員 田中 翔太 2 補員

1 先鋒 美齊津 亮太 2 弐 2 先鋒 吉原 光希 3 3 先鋒 渡部 楓雅 3 初

次鋒 宮内 一樹 3 次鋒 小澤 研斗 2 弐 次鋒 忠平 和希 3 初

中堅 清田 玲 3 中堅 阿部 智裕 3 弐 中堅 原 碧希 1 初

副将 田中 龍宗 3 初 副将 坂井田 爽太 2 弐 副将 岡澤 朋也 2 弐

大将 綾戸 啓悟 2 初 大将 唐木 優河 3 弐 大将 熊谷 侑亮 3 弐

補員 伊藤 翔大 3 補員 山崎 康世 2 弐 補員

補員 宮下 貴文 2 初 補員 池上 象是 1 弐 補員

1 先鋒 両角 英寿 2 弐 2 先鋒 小松 謙太 2 弐 3 先鋒 湯沢 光希 3 弐 4 先鋒 島 健心 1 弐

次鋒 山崎 竜矢 2 弐 次鋒 澤井 仁志 2 弐 次鋒 田村 涼馬 1 2 次鋒 福澤 晃己 2 初

中堅 森山 輝斗 3 弐 中堅 深澤 大生 3 弐 中堅 田平 玖斗 3 中堅 宮澤 昴成 2 弐

副将 小林 雅斗 3 弐 副将 赤羽 信司 3 弐 副将 三浦 司 2 初 副将

大将 名取 歩夢 2 弐 大将 北川 遼太郎 3 初 大将 木下 智明 3 初 大将

補員 小松 駿斗 3 初 補員 矢﨑 雄大 3 補員 補員

補員 澤田 陸 2 弐 補員 橋本 元 2 初 補員 補員

1 先鋒 渡邉 愛李 2 初 2 先鋒 河西 柊美 2 初 3 先鋒 小池 日菜 3 初

次鋒 中村 結菜 1 初 次鋒 有賀 遥香 3 １級 次鋒 近藤 美羽 1 初

中堅 唐澤 菜奈 3 弐 中堅 高森 碧 1 初 中堅 松下 奈那子 2 弐

副将 永野 百絵 2 弐 副将 今野 桃華 3 初 副将 長谷部 花月 3 初

大将 大宮 奈菜 2 初 大将 大将

補員 小林 万紘 2 弐 補員 補員

補員 小松 優香 1 初 補員 補員

1 先鋒 齊藤 真由 1 弐 2 先鋒 玉置 妃夜里 2 弐 3 先鋒 百瀬 ひかり 2 初

次鋒 片桐 杏奈 3 弐 次鋒 生嶋 優樹 2 次鋒 青木 友花 2 弐

中堅 朝山 珠夢 3 弐 中堅 大杉 夏織 2 中堅 田中 葵 1

副将 松下 凜 2 初 副将 平 小雪 3 参 副将

大将 小木曽 亜衣 3 弐 大将 大将

補員 水野 佐映 1 弐 補員 補員

補員 補員 補員

男子団体戦出場選手一覧

学校名、選手名、学年、段位 学校名、選手名、学年、段位 学校名、選手名、学年、段位

学校名、選手名、学年、段位 学校名、選手名、学年、段位 学校名、選手名、学年、段位

女子団体戦出場選手一覧

C

伊
那
弥
生
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丘

飯
　
田

赤
　
穂

B

A

飯
田
O
I
D
E
長
姫

上
伊
那
農
業

岡
谷
南

岡
谷
工
業

上
伊
那
農
業

諏
訪
清
陵

飯
田
O
I
D
E
長
姫

下
伊
那
農
業

岡
谷
南

A

B
下
伊
那
農
業

飯
　
田

諏
訪
清
陵

阿
　
南
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全国高等学校体育連盟剣道専門部申し合わせ事項 

(含南信高等学校体育連盟剣道専門部申し合わせ事項) 

 

下記事項は、公式試合における高体連剣道部としての統一的事項である。 

特にインターハイにおいては、これを厳守する。 

１．選手心得 

（1）選手は気品ある態度で全力をあげて試合をする。 

（2）竹刀は完全なものを使用する。着色を施したり、テープを巻いた竹刀を使用してはならない。 

（3）選手の服装は紺(黒)又は白の稽古着・袴とする。なお、刺繍等により華美にならないこと。 

（4）試合者の目印に校名などを、大きく目立つように入れてはいけない。目印をつけるときは、折

り返した二枚の長さが揃うようにつける。 

（5）貴重品の保管には、十分留意する。 

（6）滑り止めのための雑巾等は使用禁止。 

（7）面紐は結び目より 40cm以内とする。(長い場合は切る) 

２．規則の運用及び大会運営について 

（1）試合はすべて一刀(一本の竹刀)にて行うものとする。二刀にての試合は認めない。 

（2）鍔競り合いについて 

（イ）試合者は、正しい鍔競り合いの攻防から 10 秒以内に技を出すか、または、相互に間合い

を切って鍔競り合いを解消しなければならない。 

正しい鍔り競り合いとして以下に示す内容を審判の判定基準とし、この基準からはずれる

場合は不当な鍔競り合いの反則とする。 

① 手元が上った拳競り合いにならないようにし、手元を下げて相互に鍔元と鍔元を合わせ

て竹刀を交差させる。（このことを試合者同士が相互に努力して行うことを前提とする。） 

② 鍔元で竹刀の表鎬を交差させる。（竹刀は右傾前方に傾ける。） 

③ 瞬間的に裏交差はあり得るが、直後に表鎬側での交差に直さなければならない。（先に裏

交差した者や右拳を体の中心より左側において鍔競り合いをする者は反則の対象とな

る。） 

④ 鍔競り合いは、相互に鍔元で圧力をかけ合っている状態とする。（相手の力を故意に吸収

して体を密着させる行為は反則の対象となる。） 

（ロ）審判員は、不当な鍔競り合いの｢反則｣を厳密に見極めるとともに、正しい鍔競り合いの攻

防が 10秒程度続いた場合、時間空費の｢反則｣または｢分かれ｣を見極める。 

ただし、安易に｢分かれ｣をかけない。 

（ハ）運用の詳細については、別紙｢鍔競り合い改善の補足事項（平成 22 年 5 月 3 日決定）｣に

よる。 

（3）不正用具を使用した時の罰則は試合規則 17条・19条の通りであるが、個人戦と団体戦を含め

て行う大会においては、両方にまたがって適用する。 

（イ）団体・個人戦における不正用具使用者は、以後の試合に出場できない。団体トーナメント

戦における補欠の出場は別に定めのない限り認める。 

（ロ）団体・個人戦ともにリーグ戦にあっては、不正用具使用者の総ての試合を負けとし、補欠

の出場は認めない。  

（4）団体戦において、補欠と交代した選手の再出場は認めない。（大会が 2 日以上の場合は全期間

にわたって適用する。） 

（5）個人戦および団体戦の際、関係のあるチームの審判は行わない。 

（6）予選リーグにおける引き分けの際は、その都度勝負を決定せずにそのリーグ終了後下記の順で
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勝敗を決め、また代表者戦を行う。 

（イ）チームの勝ち点による。(勝ち 1点、分 0.5点)

（ロ）勝者数による

（ハ）取得本数による

（7）代表者戦になった時の選手は誰でもよい。但し、補欠は含まない。代表者戦は一本勝負。 

（8）団体試合・トーナメント戦において、チームの勝敗が決定した後の試合は延長戦を行わない。 

（9）延長戦について 

（イ）個人戦において、試合時間内で勝敗が決しない場合は勝敗の決するまで延長戦を行う。た

だし、延長戦の試合時間は勝敗が決するまで継続する。

（ロ）団体戦においては、代表者戦に限り延長戦の試合時間は勝敗が決するまで継続する。

（ハ）団体試合・トーナメント戦における代表者戦以外の延長戦は、試合時間 2分とし勝敗の決

しない場合は引き分けとする。

（ニ）団体試合・リーグ戦、順位（5 位～8 位）決定戦における延長戦は行わず、勝敗の決しな

い場合は引き分けとする。

付記： 

（1）勝敗が決するまで延長戦を継続する場合、主審は試合者の疲労度等を観察し、休息等の措置が

必要と判断したら、「止め」を宣告し深呼吸等の措置をとることができるものとする。 

３．事故の処理 

（1）選手が負傷した場合は、医師および監督の意見を聞いた上、審判主任と審判員の 4 名が審判

長の了解を得て試合継続の可否を決定する。但し、医師不在の場合は監督の意見を聞いたう

え、専門部が審判長の了解を得て、試合継続の可否を決定する。試合の継続が決定した後、

原則として 5分以内に結論を出す。 

４．団体試合の礼 

（1）選手が団体の試合で相互の礼をする場合、開始時は先鋒・次鋒、終了時は大将のみが面と小

手をつけ、竹刀を持って並ぶ。 

５．相互の礼の後の所作について 

（1）試合終了後、相互の礼をした後は、そのまま(向きを変えずに)後退し区画線を出る。 

６．団体戦の開始について 

（1）団体戦では監督及び選手が選手席に整列した後に、試合を開始する。 

７．その他 

（1）タビ・サポーター等の使用について 

  試合での届け出は必要ないが、床に接する面に、ゴム・革・合成皮革使われているもの、バレ

ーボールの膝に使うような厚手のサポーターの使用できない。 

 これらを試合にて使用したときは、反則等の罰則は設けない、直ちにはずして試合を行う。 

（2）監督者・外部指導者の服装について 

  監督者・外部指導者が試合場の監督席に着く場合は、ブレザー（夏場をのぞく）・Yシャツ・

ネクタイを着用する。
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全国高等学校体育連盟剣道専門部努力目標 

（平成 4年 5月 25日 制定） 

（平成 22年 5月 3日 一部改訂） 

１．指導方針 

剣道の理念をより深く認識し、心気力一致の剣道を目指す。 

◎正しい心で練習も試合もするよう指導する。 

① 望ましい指導者のあり方について研鑽を積む。 

   （指導者に対する批判には耳を傾け反省の材料とする。） 

② 真の有効打突を求め、その指導に徹する。 

   （気剣体一致の打突を常に念頭に置き指導する。） 

③ 正しい鍔競り合いからの打突の指導に特に努力する。 

   （不正な鍔競り合いをさせない） 

正しい鍔競り合いとして以下に示す内容を徹底して指導する。 

  ア 手元が上がった拳競り合いにならないようにし、手元を下げて相互に鍔元と鍔元を合わせて竹刀を交差さ

せる。（このことを試合者同士が相互に努力して行うことを前提とする） 

  イ 鍔元で竹刀の表鎬を交差させる。（竹刀は右傾前方に傾ける。） 

  ウ 瞬間的に裏交差はあり得るが、直後に表鎬側での交差は直さなければならない。 

    （先に裏交差した者や右拳を体の中心より左側において鍔競り合いをする者は反則の対象となることも指

導する。） 

  エ 鍔競り合いは、相互に鍔元で圧力をかけ合っている状態とする。 

    （相手の力を故意に吸収して体を密着させる行為は反則の対象になることも指導する。） 

④ 公明正大に試合するように指導する。 

   （攻めもなく打突することもなく、構えて即、深い間合いに入ったり、鍔競り合いに持ちこむ試合行動はさ

せない。） 

⑤ 安全に留意した練習・試合を行うよう指導を強める。 

   （先細竹刀の使用、竹の肉厚を薄く削る等、危険と思われる形状の竹刀の使用を止めさせる。） 

   （危険と思われる突きは止めさせる） 

 

２．審判員留意事項 

◎正しい剣道が継続され、正しく豊かな心が育つよう、公正かつ厳正に審判する。 

① 有効打突の判定を誤らないようにする。 

   （引き技・左胴の身誤りをなくする。技の違いと錬度に応じた打突の見極めをする。） 

② 申し合わせ事項にある「正しい鍔競り合い」の内容を正確に把握し、不当な鍔競り合いの「反則」を見逃

さないようにする。 

   （反則と見なした時点で主審は試合を中止し合議をかける。） 

③ 鍔競り合いが 10秒程度続いた場合、安易に「分かれ」をかけず、原則的にいずれかに一方に時間空費の反

則を取る。 

   （10秒の時間感覚を日常より身につける努力をする。） 

（その他鍔競り合いにおける措置は、別紙｢鍔競り合い改善の補足事項（平成 22年 5月 3日決定）｣による。） 

 

④ 一時中止要請に対しての処置を適切に行う。 

   （不適切なものは「反則」にする） 

⑤ 場外反則のとりかたを正確にできるように努力する 

   （「場外」と「押し出し・突き出し」の判定を正確に行う） 

   （「止め」を宣告する時期を適切なものにする） 

⑥ 危険な突きは反則とする。 

   （有効打突とする意志のない危険な突き、例えば、相手の場外反則をねらって突いたもの、あるいは引き技

を出した相手に残心をとらせないで相手の有効打突を消すことをねらって突いたものなどを反則とする） 
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南信高等学校体育大会参加生徒に対する留意事項の指導徹底について 

１．高校生らしい態度で参加し、親睦を深め、有意義な大会になるように心がける。 

（服装、髪型、道路での食べ歩き、後片付け等) 

２．防止、安全確保について 

（1）必要な服装、装備等を完備し、用具等を点検調整し安全を図る。 

（2）競技においては、準備運動を十分に行い安全に期するとともに、他人の安全についても十分に注意する。 

（3）会場までの交通等に十分注意し、安全を図る。 

３．紛失等の事故防止について 

（1）所持品には記名をし、貴重品等の管理・保管には万全を期す。特に現金の取り扱いには十分に注意する。 

４．会場使用について 

（1）大会規定をよく守り、施設、備品等を大切に取り扱い、万一損傷を与えた場合は、直ちに大会本部へ届

け出て指導を受ける。 

（2）上下履きの区別を徹底する。 

（3）使用する施設等は、整理整頓を心がけ、使用後清掃を念入りに行い、後始末を完全にする。 

（4）飲食等に出た缶、ゴミ等は各自で持ち帰り美化に協カする。 

５．その他 

（1）忘れ物をしないように注意する。 

（2）引率の先生方へのお願い 

万一事故が生じた場合は、直ちに各大会本部に連絡し、対処して下さい。 

長野県高等学校体育連盟総合体育大会剣道競技大会について 

大会期日：平成 30年 6月 1日（金）～3日（日） 

会  場：大町市運動公園体育館 

南信高等学校体育連盟剣道専門部講習会について 

平成 30年度の講習会を、以下のように計画しています。参加のほどよろしくお願いします。 

○ 第 1回目 9月 2日(日) 駒ヶ根市武道館 

○ 第 2回目 12月 1日(土) 駒ケ根市武道館 
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オーダーミスがあった場合の措置について 

１．試合開始前に発覚した場合は正規のオーダーに改めさせ、特に罰則は与えない。 

２．試合中あるいは試合後に発覚した場合は次のように措置する。（その試合場の審判主任へ異議を申し出る） 

（例）先鋒と次鋒のオーダーミス 

（1）先鋒、次鋒とも 2本与えて負けとする。 

（2）先鋒、次鋒とも取得本数は認めない。 

※ 尚、試合後の発覚とはそのチームの団体戦が終了し、そのチームが次の団体戦が開始する前まで

に発覚した場合をいう。 

３．トーナメント戦においては次のように措置する。 

（1）試合中に発覚した場合はその時点で措置する。 

（2）試合後に発覚した場合はその試合に対して措置する。 

４．リーグ戦においては次のように措置する。 

（例）A・B・C 3つのチームのリーグ戦における A対 Bの対戦で、Aチームが先鋒と次鋒のオーダーミ

スをした場合 

（1）Bチームに対しては、先鋒・次鋒とも 2本を与えて負けとし、ともに取得本数は認めない。 

（2）Cチームに対しては、A対 Cの対戦がオーダーミスの発覚の前復であっても先鋒・次鋒とも相手に

2本を与えて負けとし、取得本数は認めない。 

５．オーダーミスがあったチームが勝ちあがった場合は次のように措置する。 

（例）先鋒と次鋒のオーダーミス 

（1）ミスの発覚した 2選手の以後の出場は認めない。 

（2）補員の出場は認める。 
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 駐車場について  
駐車につきましては以下のとおりお願いします。 

鼎文化センター駐車場は使用出来ません。 

駐車場に限りがありますので、応援の方は乗り合わせでお願いします。 

１２日（土）  Ａ、Ｂ、Ｃ駐車場をご利用下さい。下伊那農業高校も駐車可能です。 

 １３日（日） Ａ、Ｂ、Ｃ駐車場使用出来ません。下伊那農業高校にお願いします。 

 

文化センター 
駐車禁止 

Ａフェンス奥 
35 台 

Ｂ 
15 台 

Ｃ 
15 台 

 各校顧問１台 
役員・審判 
駐車場 
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各学校とも下記の様式のとおり個人戦短冊と団体戦のオーダー表を作り、試合当日、開会式前まで  

本部に提出してください。 

・個人戦の短冊（大きさは B5 用紙）

番号 

姓 

（ 学校名） 

(1) 校内に同姓の選手がいる場合は、名前の頭文字を姓の右下に添え書きすること。

(2) 左上にプログラム内のトーナメントの個人番号を記載すること。

(3) 女子は学校名を朱書きすること。

・団体戦のオーダー表（B5 用紙 6 枚分）

学 

校 

名 

姓 姓 姓 姓 姓 

(1) 左より、先鋒・次鋒・中堅・副将・大将の順に記入すること。

(2) 校内に同姓の選手がいる場合は、名前の頭文字を姓の右下に添え書きすること。

(3) 4 名、3 名で出場のチームは、出場順で記入すること。

(4) 女子は学校名を朱書きすること。

問合せ先 

上伊那農業高等学校 木下孝繁 

TEL 0265-72-5281 

E-mail  takasige@nagano-c.ed.jp 
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